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い地層であり、その分布がr~~ られている古第二モ系露出地 3 ヶ所について、その岩相層序とナンノ化石生屑
序を検討し、これらの地域の年代とそれに草づ、く堆積環境の変遺ならびに地質構造運動を明らかにした。
研究地域は中部ジャワ州のケブーメン地域とナングラン地域、ジオワ丘陵地域の3ヶ所で、これらの地
域の特徴は以下に示すとおりである。すなわち、ケブーメン地域では古第三系はカランサンプン累層とト
トガン累層からなり、いずれも強い構造運動を受けている。そのために、ナンノ化石も再堆積や混合が生
じている。ナングラン地域では古第三系のナングラン累層が浅海堆積物から次第に火山噴出物を合む比較
的深い海の堆積物へと移行する。このことはナンノ化石で示すと、下部ではPemmαbαsquenslsやPemmα
αngulatαなどの浅い環境を示すのに対して、上部で1はDiscoαsterdeflαndreiやCyclicαrgolthusβoridanus
など深い環境を不す種が優勢となる。ジオウ丘陵地域では凝灰質砂岩を挟む石灰岩からなるウンガル累層
が露出し、浅い海から古第三紀末には陸化したことが読みとれる。このことは、現在ジャワ島中部の西側
は古代三紀には大陸棚斜面であり、対称的に東側に陸地が存在していたことが推定される。
ナンノ化石による年代層序に関しては、これらの地域の組成変化を基に筆者は中部暁新統から上部漸新
統までを9生帯に区分した。従来の研究、例えばMartini(1971)やOkadaand Bukry(1980)による模式牛.
層序民分に対して、筆者はインドネシア地岐における参照模式生層序を提案した。そのうちのひとつは暁
新統と漸新統の境界で、筆者はここではSphenolithω JurcαtolilhoidesとHelicosphaerαlophotα，
Helicosphαerαbrαmleuei， Cribrocenl，rum retir.ulatumの絶滅とDiscoαstersαipαnensisとDiscoaster
bαrbαdiensis， Cribrocentrum reticulatumの出現をもって定義した。
論文審査の結果の要旨
インドネシアのジャワ島はけ本列島と問機な島弧であるが、大規模な第四紀火山による被覆のためにそ
のド軌の地層が地表に露山する地域がきわめて限られている。ことに、この鳥の碁盤をなすと考えられて
いる古第=三系については、島内でわずかに8箇所が知られているのみである。筆者はこのうち中部ジャワ
に分布する 3餌所の古第三系について、地質調査とそれに基づく層!ヂ区分、さらには、その年代と古環境
を明らかにするためのナンノ化石の検討を行った。中部ジャワの台第二己系露出地域はYogyakarta市の丙
方で、 Kcbumer】地域とう.Janggulan地域の 2箇IfrとYogyak8rta市東方の，Jiwo丘陵地域の計3箇所である。
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筆者はこれらの地域の克明な地質調査の結果からそれぞれの地域の層序を確立した。さらに、この層序に
基づいてナンノ化石の検出と同定を行ない、年代の確認と古環境の復元を行なった。
中部ジャワの3箇所の層序はそれぞれ岩相は異なるものの、いずれも始新世から中新世までの一連の地
層であり、肯第云系についはOkada&Bukryの生帯でCP13からCP19:迄、つまり中部始新統から上部漸新
統までの地層が確認された。始新世から漸新世にかけての堆積の場はこの地域では始新統は深海相であり、
漸新統は反転して次第に浅海相になる。このことからは、インド洋プレートの沈み込みにともなってもた
らされた付加帯とそれを覆う浅海堆積物という関係が読み取れる。また、この過程で筆者は国際的なナン
ノ化石に関する模式生層序に対応するジャワでの地域的なナンノ生層序を確立した。この生層序は今後イ
ンドネシア各地での層序の決定に役立つものである。
このように、本論文は寧猛な地質調査に裏打ちされた層序の確立とそれに基づくナンノ化石牛ー層序、さ
らには堆積場の古環境の復元からジャワ島の占第三紀の地史を考察することによって、現在に続く構造運
動を明らかにした。このことは、新生代層序学の分野での発展に寄与する成栗を得ており、博寸て(珂学)
の学位を授与するに値するものと審査した。
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